
平
成
二
十
二
年
三
月
十
八
日
提
出

質

問

第

二

八

五

号

子
ど
も
手
当
の
「
二
重
支
給
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

柿

澤

未

途

285



子
ど
も
手
当
の
「
二
重
支
給
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
基
づ
き
、
俸
給
以
外
に
、
配
偶
者
（
月
額
一
万
三
千

円
）
、
満
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
（
月
額
六
千
五
百
円
）
等
の
扶
養
親
族

に
つ
い
て
「
扶
養
手
当
」
が
支
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
扶
養
親
族
た
る
子
の
う
ち
満
十
五
歳
に
達
す
る
日
後
の
最
初
の
四
月
一

日
か
ら
満
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
（
以
下
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
あ
る
子
に

つ
い
て
は
月
額
五
千
円
が
加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
当
該
扶
養
手
当
等
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す

る
。

一

扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
一
般
職
に
属
す
る
職
員
の
数
及
び
扶
養
手
当
の
支
給
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
、
子
に
係
る
扶
養
手
当
及
び
特
定
期
間
に
あ
る
子
に
係
る
扶
養
手
当
の
加
算
額
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

扶
養
手
当
と
同
趣
旨
の
手
当
に
つ
い
て
、
一
般
職
に
属
す
る
職
員
以
外
の
国
家
公
務
員
に
対
す
る
支
給
の
有
無
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
当
該
国
家
公
務
員
本
人
と
の
続
柄
に
応
じ
た
支
給
対
象
類
型
、
支
給
対
象
類

一



型
毎
の
支
給
対
象
人
数
、
支
給
対
象
類
型
毎
の
支
給
総
額
及
び
支
給
対
象
全
体
の
支
給
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

扶
養
手
当
と
同
趣
旨
の
手
当
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
地
方
公

務
員
に
対
す
る
支
給
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
及
び
中

核
市
の
別
に
、
当
該
地
方
公
務
員
本
人
と
の
続
柄
に
応
じ
た
支
給
対
象
類
型
、
支
給
対
象
類
型
毎
の
支
給
対
象
人
数
、
支
給

対
象
類
型
毎
の
支
給
総
額
及
び
支
給
対
象
全
体
の
支
給
総
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

現
在
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
「
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
案
」
が
成
立

し
、
施
行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
一
人
当
た
り

月
額
一
万
三
千
円
の
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
公
務
員
は
扶
養
手
当
及
び

子
ど
も
手
当
の
双
方
を
受
給
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
子
に
対
す
る
給
付
と
い
う
観
点
か
ら
は
同
趣
旨
の
手
当
を
重
複
し
て
受

給
す
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
問
題
な
い
と
判
断
す
る
な
ら
そ

の
判
断
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
案
」
の
検
討
過
程
に
お
い
て
、
同
法
律
案
に
基
づ
く

子
ど
も
手
当
と
公
務
員
に
対
す
る
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
同
趣
旨
の
手
当
を
重
複
し
て
受
給
す
る
こ
と
に
な
る
問
題
点
に
つ

二



い
て
の
精
査
、
検
討
等
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


